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令和３年度通常総会
一般会計報告
事務局長が交代しました
●あの頃の思い出  「剣道部の思い出」 ◎寺岡 洋一 氏
交差点 ◎加藤 正己 氏

エッセイ ◎柳山　努 氏

ズームアップ ◎千田 桂大 氏、渡邊 眞佐子 氏 未曾有の災禍の中、母校・秋高は今年、

運動会、秋高祭、学級対抗と三大行

事を滞りなく行った。コロナ後の社会

を担う若い世代は無事育っている。

コロナ ニモマケズ
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天上天下
TENJO TENGE

　

本
年
度
通
常
総
会
の
記
念

講
演
は
、
東
洋
経
済
新
報
社

代
表
取
締
役
社
長
の
駒
橋
憲

一
氏（
昭
和
50
卒
）が「
秋
田
に

育
ま
れ
た
我
が
東
洋
経
済
新

報
社
」
と
題
し
て
行
っ
た
。

同
社
が
戦
前
か
ら
社
説
等
で

論
陣
を
張
っ
た
、
日
本
の
満

州
国
経
営
を
含
む
海
外
膨
張

主
義
（
覇
権
主
義
）
へ
の
批
判
は
、

当
然
だ
が
同
社
の
主
幹
を
務
め
、
そ

の
後
政
界
に
移
り
、
昭
和
31
年
に
総

理
大
臣
に
就
任
し
た
石
橋
湛
山
の
政

治
姿
勢
で
あ
る
▼
病
に
倒
れ
、
在
任

期
間
わ
ず
か
65
日
で
辞
任
。
そ
の
後

任
は
経
済
官
僚
出
身
で
、
満
州
国
経

営
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
岸
信
介
が

継
い
だ
。
そ
し
て
岸
は
日
米
安
保
条

約
の
改
定
に
走
り
、
60
年
安
保
事
件

が
起
こ
る
。
政
治
姿
勢
が
正
反
対
の

二
人
が
一
緒
に
自
由
民
主
党
を
作
っ

た
背
景
に
は
互
い
に
政
敵
だ
っ
た
吉

田
茂
が
い
た
▼
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
出
身
で
自
由
主
義
者

だ
っ
た
石
橋
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

信
頼
し
、
経
済
の
統
制
に
懐
疑
を
表

し
た
。
一
方
で
統
制
経
済
を
核
と
し

た
国
家
経
営
を
至
上
命
題
と
し
た
岸

▼
駒
橋
氏
は
講
演
で
「
石
橋
政
権
が

2
～
3
年
続
い
て
い
た
ら
、
60
年
安

保
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
歴
史
に

イ
フ
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
も
戦
後

の
歴
史
は
違
っ
た
も
の
に
な
り
、
今

の
日
本
も
ま
た
別
の
姿
に
な
っ
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
語
っ
た
。

　

秋
田
高
校
同
窓
会
の
令
和
３
年
度
通
常
総
会
は
６
月
27
日
、
秋
田
市

の
秋
田
ホ
テ
ル
に
約
１
０
０
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。
昨
年
は
コ
ロ

ナ
禍
の
な
か
中
止
と
な
っ
て
お
り
、
2
年
ぶ
り
の
開
催
。
令
和
２
年
度

の
会
務
・
事
業
報
告
、
会
計
決
算
報
告
、
役
員
選
任
案
（
追
認
案
件
）

を
そ
れ
ぞ
れ
承
認
。
令
和
3
年
度
の
事
業
計
画
と
１
７
２
２
万
円
に
上

る
一
般
会
計
予
算
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
の
冒
頭
、
欠
席
の
銭
谷
眞
美
会
長
に
代
わ
り
三
浦
廣
巳
副
会
長

が
挨
拶
に
立
ち
「
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
、
こ
う
し
て
ラ
イ
ブ

で
同
窓
会
総
会
が
開
催
で
き

た
こ
と
に
、
事
務
局
は
じ
め

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
し

た
い
。
こ
う
い
う
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
秋
田
高
校
同
窓
生

の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
る
だ
ろ
う
し
、
こ

れ
か
ら
社
会
に
巣
立
つ
在
校

生
の
皆
さ
ん
へ
の
期
待
も
大

き
い
。
我
々
の
母
校
・
秋
田

高
校
を
中
心
と
し
た
社
会
的

責
任
は
大
き
い
と
認
識
し
て

い
る
」
と
母
校
な
ら
び
に
同

窓
生
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

続
い
て
、
渡
部
克
宏
校
長

が
挨
拶
に
立
ち
「
エ
ア
コ
ン

の
設
置
や
学
食
の
復
活
・
充

実
、
さ
ら
に
各
種
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
支
援
と
物
心
両
面
に
わ
た
る

ご
支
援
に
大
変
感
謝
し
て
い
る
」
と
語
り
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
リ

ス
ク
を
考
え
る
と
消
極
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
面
も
あ
る
が
、
本
校

で
は
可
能
性
を
最
後
ま
で
追
求
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
の
社
会
を
担
っ
て
い
く
若
い
世
代
を
育
て
て
い
く
と
い
う
本
校
の

使
命
を
考
え
る
と
そ
う
い
う
姿
勢
を
貫
き
た
い
。
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を

お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

総
会
に
続
き
、
東
洋
経
済
新
報
社
代
表
取
締
役
社
長
の
駒
橋
憲
一
氏

（
昭
和
50
卒
）
が
「
秋
田
に
育
ま
れ
た
我
が
東
洋
経
済
新
報
社
」
と
題

し
て
記
念
講
演
し
お
開
き
と
な
っ
た
。

�

講
演
要
旨
４
・
５
面
に

令和2年度～令和4年度
秋田県立秋田高等学校同窓会役員
役名 卒業年次等 氏名 備考
会 長 昭43 銭 谷　 眞 美
副会長 昭44 三 浦　 廣 巳
〃 昭49 佐 野　 元 彦
〃 昭50 辻　　　 良 之
〃 昭50 中 村　 順 子
〃 昭55 渡 部　 克 宏 校長

監 事 昭49 櫻 田　 裕 之
〃 昭55 佐 藤　 雅 彦 令和2年11月就任

〃 昭59 田 村　 泰 教
顧 問 昭33 高 島　 清 子
〃 昭34 豊 口　 祐 一
〃 元校長 高 橋　 幸 臣

参 与 昭40 菅 原　　 洋
〃 昭41 柴 田　 義 弘
〃 昭43 藤 盛　 節 子
〃 昭44 菊 谷　　 一
〃 昭47 高 橋　　 貢
〃 昭49 伊 藤　 成 年
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コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
２
年
ぶ
り
の
開
催

　

令
和
３
年
度
総
会
に
１
０
０
人
集
う



『一般会計 決算・予算』概要説明
� （同窓会事務局）

① 令和2年度決算

収
入

・年会費は予算通りの収入を確保。
・�会議収入0円はコロナ禍に伴う理事会・総会等
の中止による。雑収入予算比減は同期会開催案
内等の発送代行の減少による。

支
出

・�概ね各経費とも予算比減で推移。会議費予算比
大幅減はコロナ禍に伴う諸会議の中止による。

・�通信費予算比△382千円はゆうメール（郵便料）
の引き上げがなかったことによる。

・�旅費・交通費予算比△269千円はコロナ禍に伴
い支部総会等の開催が見送られたことによる。

② 令和3年度予算

収
入
・�会議収入0円は総会ほか諸会議において懇親会
を開催しないことによる。他は概ね前年並みに
推移として策定。

支
出

・総会費・運営委員会費は会場使用料等を計上。
・�支部関係費、前年比＋250千円は若菜会（支部
等の位置づけ） 活動支援金350千円含むもの。
・�人件費＋300千円は事務局体制強化を図るため
のアルバイト代を見込むもの。

事
務
局
長
が
交
代
し
ま
し
た

　

秋
田
市
役
所
を

定
年
退
職
し
た
後
、

再
任
用
で
、
自
然

豊
か
な
地
元
雄
和

の
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
今
年

三
月
ま
で
勤
務
し

て
お
り
ま
し
た
。

　

高
校
三
年
生
の
時
が
母
校
創
立
百
周
年
で
、

甲
子
園
の
応
援
に
参
加
し
た
り
、
新
設
の
研
修

会
館
に
宿
泊
で
き
た
り
し
た
こ
と
な
ど
、
同
窓

会
の
絶
大
な
支
援
が
あ
っ
た
こ
と
を
後
に
知
り
、

自
分
も
微
力
な
が
ら
同
窓
生
と
し
て
母
校
の
発

展
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

同
期
会
の
幹
事
長
を
務
め
て
い
た
関
係
で
、

20
代
か
ら
同
窓
会
に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、

名
簿
委
員
会
所
属
の
後
、
企
画
委
員
会
で
は
生

徒
の
海
外
研
修
事
業
や
同
窓
会
グ
ッ
ズ
の
作
製

等
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
年
後
の
百
五
十
周
年
に
向
け
、
各
委
員
会

と
協
力
し
、
年
次
・
支
部
と
の
連
携
を
深
め
、

同
窓
生
の
絆
が
一
層
深
ま
る
よ
う
務
め
て
参
る

所
存
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
指
導
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
３
年
９
月
30
日
を
も
ち
ま
し
て
、
４
年

間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
同
窓
会
事
務
局
長
を

退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
長
は
じ
め
役
員
・
会
員
の
皆
さ
ま
、
母
校

役
職
員
の
皆
さ
ま
に
は
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
年
前
、
今
は
亡
き
町
田
睿
会
長
の
ご
縁
で

事
務
局
長
就
任
の
打
診
を
い
た
だ
き
、
同
窓
会

活
動
に
は
全
く
の
門
外
漢
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
お
受
け
し
た
次
第
で
し
た
。
町
田
会
長
の

母
校
と
同
窓
会
に
か
け
る
思
い
に
は
並
並
な
ら

ぬ
も
の
が
あ
り
、
ご
逝
去
の
２
週
間
前
に
電
話

し
た
折
の
張
り
の
あ
る
お
声
が
今
も
耳
に
残
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
同
窓
会
で
は
、
学
食
を
復
活
さ
せ
、

母
校
生
徒
の
ア
メ
リ
カ
研
修
の
支
援
を
行
い
、

若
菜
会
は
新
組
織
と
し
て
活
発
な
活
動
を
展
開

し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
母
校
・
同
窓
会
の
更
な

る
発
展
を
祈
念
し
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
事
務
局
長　

佐
藤 

悦よ
し

紹つ
ぐ

（
昭
和
49
卒
）

就
任
挨
拶

前
事
務
局
長　

柏
木 

幹
夫
（
昭
和
46
卒
）

退
任
挨
拶

秋田高校同窓会だより VOL.1103
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者
は
誰
な
の
か
、
町
田
は
最
後
ま
で
明
言
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ど
う
や
ら
当
時
の
日
本

銀
行
の
川
田
総
裁
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
、
1
8
9
5
（
明
治

28
）
年
の
11
月
、
日
清
戦
争
が
終
わ
っ
た
年

に
、「
東
洋
経
済
新
報
」が
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

町
田
は
ま
だ
32
歳
と
い
う
若
さ
で
す
。
こ
こ

ま
で
こ
ぎ
着
け
た
の
も
、町
田
の
強
い
信
念
、

計
画
性
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、

渋
澤
栄
一
や
日
銀
総
裁
と
い
っ
た
有
力
な
経

済
人
と
、
か
な
り
の
人
脈
を
築
い
て
い
た
と

い
う
点
に
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

弊
社
は
昨
年
、
創
業
1
2
5
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
実
は
1
2
5
年
前
に
創
業
し
た
の

が
、
秋
田
中
学
出
身
の
町
田
忠
治
で
す
。
当

時
は
ま
だ
「
太
平
学
校
変
則
中
学
科
」
と
い

う
名
前
で
し
た
。
卒
業
後
、
県
の
留
学
生
に

選
ば
れ
て
東
京
大
学
予
備
門
に
入
学
し
ま

す
。
東
大
予
備
門
は
後
の
第
一
高
等
学
校
、

い
わ
ゆ
る
一
高
で
す
。
し
か
し
、
途
中
で
脚

気
を
患
っ
て
秋
田
に
戻
り
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
犬
養
毅
が
秋
田
に

い
ま
し
た
。
犬
養
は
自
由
民
権
運
動
家
か
ら

政
治
家
に
な
り
、
首
相
だ
っ
た
5
1
5
事
件

の
と
き
に
殺
さ
れ
ま
す
が
、
当
時
は
官
憲
の

追
求
を
逃
れ
て
秋
田
に
来
て
い
ま
し
た
。
犬

養
は
当
時
の
「
秋
田
日
報
」、
今
の
秋
田
魁

新
報
で
す
ね
、
こ
こ
で
言
論
を
展
開
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
地
元
の
青
年
向
け
の
塾
を
開
い
て
い

ま
し
て
、
町
田
は
そ
こ
で
世
話
係
を
つ
と
め

て
い
ま
し
た
。
こ
の
犬
養
と
の
縁
が
、
の
ち

の
ち
町
田
の
人
脈
の
広
が
り
に
繋
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　

町
田
は
病
気
も
癒
え
て
東
京
大
学
法
学
部

撰
科
に
進
み
、
1
8
8
7
（
明
治
20
）
年
に

修
了
し
ま
す
。そ
の
後
、犬
養
の
伝
手
で
「
朝

野
新
聞
」
や
「
郵
便
報
知
新
聞
」（
今
の
報

　

し
か
し
、
町
田
は
1
年
ほ
ど
で
会
社
を
離

れ
、
日
本
銀
行
に
入
り
ま
す
。
さ
ら
に
大
阪

の
山
口
銀
行
（
後
の
三
和
銀
行
）
を
経
営
し
、

1
9
1
2
（
明
治
45
）
年
に
は
秋
田
選
挙
区

か
ら
衆
議
院
議
員
に
当
選
。
そ
の
後
、
農
林

大
臣
や
商
工
大
臣
を
務
め
ま
し
た
。
そ
し
て

昭
和
10
年
に
民
政
党
総
裁
と
な
り
、
時
代
が

時
代
な
ら
初
の
秋
田
出
身
の
首
相
に
な
っ
て

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

次
に
石
橋
湛
山
の
登
場
で
す
。
湛
山
が
東

洋
経
済
に
入
社
し
た
の
が
明
治
44
年
、
27
歳

の
時
で
す
。
そ
し
て
40
歳
で
主
幹
兼
専
務
、

つ
ま
り
会
社
の
ト
ッ
プ
に
つ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
に
は
株
式
会
社
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
み
た
い
に
経
営
と
編
集
と
が
分
離

し
て
お
ら
ず
、
言
論
の
ト
ッ
プ
が
経
営
の
責

任
を
も
つ
、
と
い
う
こ
と
で
「
社
長
」
で
は

な
く
、
町
田
以
来
ず
っ
と
「
主
幹
」
と
称
し

て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
期
に
入
る
と
経
済
状
況
は
ま
す
ま
す

厳
し
く
な
り
、
軍
国
主
義
が
高
ま
り
ま
す
。

戦
局
は
ど
ん
ど
ん
悪
化
し
、
東
京
も
空
襲
に

襲
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
い
よ
い
よ
東

京
は
危
な
い
と
な
っ
た
昭
和
20
年
3
月
、
石

橋
湛
山
は
秋
田
の
横
手
に
疎
開
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
す
。当
時
は
平
鹿
郡
横
手
町
で
す
。

横
手
で
お
世
話
に
な
っ
た
の
が
、
出
羽
日
報

社
で
す
。出
羽
日
報
社
は
1
8
9
4
年
に「
横

手
商
業
新
聞
」
を
創
刊
し
て
お
り
、
そ
の

後
「
羽
後
日
報
」
と
な
り
、
県
内
で
秋
田
魁

新
報
に
次
ぐ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
社
長
の
石
川
豊
治
さ
ん
は
、
昭
和
19
年

末
に
東
京
に
来
ら
れ
た
際
、
弊
社
を
訪
ね
ら

知
新
聞
の
前
身
の
前
身
）
で
政
論
記
者
と
し

て
活
躍
し
ま
す
。
町
田
は
外
遊
を
希
望
し
、

1
8
9
3
（
明
治
26
）
年
に
横
浜
を
出
航
、

ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
り
ま
す
。
特

に
ロ
ン
ド
ン
に
長
く
滞
在
し
ま
し
て
、
そ
の

時
注
目
し
た
の
が「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」や「
ス

タ
チ
ス
ト
」
と
い
う
経
済
雑
誌
で
す
。
こ
れ

が
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
界
に
大
き
な
影
響
力
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
日
本
で
も
同
じ
よ
う
な

経
済
誌
が
必
要
だ
と
思
い
至
り
ま
す
。

　

1
年
ほ
ど
の
外
遊
か
ら
「
報
知
新
聞
」
に

戻
っ
た
も
の
の
、
経
営
悪
化
で
政
治
経
済
分

野
か
ら
遠
ざ
か
り
、
世
俗
的
な
新
聞
に
な
っ

た
た
め
、
町
田
は
退
社
し
ま
す
。
そ
し
て
、

い
よ
い
よ
本
格
的
な
経
済
誌
の
創
刊
に
向
け

て
活
動
を
始
め
ま
す
。
し
か
し
、
先
輩
や
友

人
に
相
談
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
反
対
さ
れ
ま

し
た
。
経
済
誌
な
ん
て
、
そ
ん
な
売
れ
る
物

じ
ゃ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
渋
澤
栄
一

に
も
相
談
し
た
ら
、
当
初
反
対
し
た
よ
う
で

す
が
、町
田
の
熱
心
さ
に
ほ
だ
さ
れ
た
の
か
、

最
終
的
に
は
数
百
部
は
買
い
上
げ
て
、
知
り

合
い
に
配
布
し
て
く
れ
る
約
束
を
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
三
菱
財
閥
や
銀
行
か
ら

も
広
告
を
出
し
て
も
ら
う
形
で
支
援
を
得
て

い
ま
す
。
た
だ
、
元
手
と
な
る
金
銭
の
支
援

講演する駒橋憲一さん

4

「
秋
田
に
育
ま
れ
た

�

我
が
東
洋
経
済
新
報
社
」

東
洋
経
済
新
報
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
駒
橋 

憲
一
（
昭
和
50
卒
）

通常総会
記念講演
要旨



て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
湛
山
は
精
力
的
に
全
国
を
演
説

し
て
回
り
ま
し
て
、
翌
32
年
の
1
月
23
日
に

は
母
校
の
早
稲
田
大
学
で
、
初
の
私
学
出
身

総
理
大
臣
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
就
任
祝

賀
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
日
は
か
な
り
寒

か
っ
た
よ
う
で
、
屋
外
な
の
に
コ
ー
ト
も
着

ず
に
参
加
し
た
た
め
、
湛
山
は
翌
日
、
急
性

肺
炎
で
倒
れ
、
さ
ら
に
2
カ
月
の
療
養
が
必

要
と
の
診
断
が
下
る
と
、「
予
算
審
議
に
出

席
で
き
ず
、
首
相
と
し
て
の
責
務
を
全
う
で

き
な
い
」
と
し
て
自
ら
辞
任
し
ま
す
。
首
相

在
任
期
間
は
、
わ
ず
か
65
日
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
岸
信
介
が
首
相
に
な
り
、
日
米

安
保
条
約
の
改
定
に
走
り
ま
す
。
そ
し
て
60

年
安
保
事
件
が
起
こ
る
わ
け
で
す
が
、
も

し
、
石
橋
政
権
が
2
～
3
年
、
続
い
て
い
た

ら
、
60
年
安
保
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
湛

山
は
、
岸
信
介
と
ち
が
っ
て
、
対
米
従
属
に

よ
る
反
共
路
線
で
は
な
く
、
日
中
米
ソ
平
和

同
盟
の
よ
う
な
安
全
保
障
体
制
、
あ
る
い
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
N
A
T
O
の
ア
ジ
ア
版
の
よ

う
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
東
西
冷
戦

の
真
っ
只
中
で
、
実
際
に
は
逆
に
ア
メ
リ
カ

に
警
戒
さ
れ
て
、
思
う
よ
う
に
で
き
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
歴
史
に
イ
フ
は
許
さ

れ
な
い
と
し
て
も
、
戦
後
の
歴
史
は
違
っ
た

も
の
に
な
り
、
今
の
日
本
も
ま
た
別
の
姿
に

な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
早
稲
田
で
の
祝
賀
会
が
湛
山
の

発
病
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、

実
は
、
こ
の
話
を
秋
高
の
恩
師
で
、
倫
社
や

政
経
を
習
っ
た
、
谷
村
長
男
先
生
の
授
業
で

れ
、
湛
山
か
ら
適
当
な
疎
開
先
の
印
刷
工
場

を
探
し
て
い
る
が
ど
う
か
と
言
わ
れ
、
石
川

さ
ん
が
譲
渡
を
申
し
出
た
と
い
い
ま
す
。

　

4
月
末
に
は
印
刷
体
制
が
整
い
、
5
／
5

号
か
ら
実
際
の
印
刷
を
始
め
ま
し
た
。た
だ
、

印
刷
用
の
資
材
や
薬
品
が
手
に
入
ら
ず
、
か

な
り
苦
労
し
な
が
ら
の
工
場
運
営
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
横
手
に
は
、
中
島
飛
行
機
の
工
場

が
あ
っ
た
た
め
か
、
７
月
15
日
の
湛
山
の
日

記
に
は「
敵
艦
上
機
が
十
数
機
や
っ
て
き
て
、

爆
撃
お
よ
び
機
銃
掃
射
」
が
あ
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
8
月
5
日
に
は
横
手
駅
が
空
襲
に
遭

い
、
6
人
が
即
死
し
た
と
、
書
か
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
8
月
14
日
の
深
夜
に
土
崎
が
空

襲
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
際
、
Ｂ
29
は
日
本
海

沿
い
に
秋
田
ま
で
来
て
、
爆
弾
を
落
と
し
た

後
、
横
手
上
空
を
通
過
し
て
帰
っ
て
行
っ
た

と
書
い
て
い
ま
す
。
湛
山
は
、
日
本
の
降
伏

を
も
う
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
な
の
に

何
の
た
め
に
空
襲
す
る
の
か
、本
当
に
明
日
、

終
戦
発
表
に
な
る
の
か
と
、
不
安
を
感
じ
た

と
い
い
ま
す
。

　

10
月
22
日
に
は
最
終
的
に
家
族
と
と
も
に

横
手
を
去
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
戦
後
の

石
橋
湛
山
の
政
治
家
と
し
て
の
話
に
な
り
ま

す
。
湛
山
に
は
い
ろ
ん
な
政
党
か
ら
声
が
か

か
り
ま
す
が
、
自
由
党
か
ら
出
馬
し
ま
す
。

し
か
し
、
所
詮
は
政
治
の
素
人
で
最
初
の
選

挙
は
落
選
し
ま
し
た
。

　

湛
山
は
落
選
し
ま
し
た
が
、
吉
田
茂
内
閣

の
大
蔵
大
臣
と
な
り
、
ケ
イ
ン
ズ
的
な
積
極

的
な
財
政
政
策
を
進
め
ま
す
。
こ
れ
に
対
し

て
G
H
Q
は
イ
ン
フ
レ
を
恐
れ
て
、
デ
フ
レ

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
谷
村
先
生
は
、

湛
山
と
同
じ
く
早
稲
田
の
哲
学
科
で
学
ん
で

お
り
、
ち
ょ
う
ど
学
生
の
時
、
ま
さ
に
湛
山

の
祝
賀
会
の
場
に
い
た
そ
う
で
す
。
す
ご
く

寒
い
日
で
、
そ
の
後
す
ぐ
総
理
を
や
め
て
、

残
念
だ
っ
た
と
い
う
話
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

そ
の
こ
と
を
入
社
し
て
し
ば
ら
く
し
て
か

ら
、
ハ
ッ
と
思
い
出
し
ま
し
た
。
ど
う
い
う

文
脈
で
、
先
生
が
そ
の
話
を
し
た
の
か
覚
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
時
期
を
考
え
る
と
、
ち
ょ

う
ど
湛
山
が
な
く
な
っ
た
の
が
１
９
７
３

年
、
私
が
高
２
の
４
月
に
な
る
の
で
、
た
ぶ

ん
谷
村
先
生
は
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
ネ
タ

に
、
昔
の
思
い
出
と
、
こ
ん
な
す
ご
い
人
が

い
た
と
い
う
こ
と
を
話
さ
れ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
も
ま
た
、
私
に
と
っ
て
、
秋
田
と
我

が
社
を
結
ぶ
、
ご
縁
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

政
策
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
翌
年

の
選
挙
で
は
当
選
し
た
も
の
の
、
経
済
政
策

の
方
針
や
進
駐
軍
の
経
費
負
担
問
題
、
つ
ま

り
将
校
の
宿
舎
の
電
気
代
と
か
、
ゴ
ル
フ
場

建
設
費
ま
で
、
政
府
に
請
求
し
て
く
る
問
題

に
対
し
、
湛
山
が
厳
し
く
対
応
し
た
た
め
、

G
H
Q
と
対
立
し
、
公
職
追
放
に
あ
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

こ
の
公
職
追
放
の
情
報
を
つ
か
ん
だ
湛
山

は
当
然
、
何
を
馬
鹿
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る

ん
だ
、
俺
を
誰
だ
と
思
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
吉
田
総
理
に
確
認
に
行
き
ま
し
た
。

そ
し
た
ら
吉
田
は
外
務
省
の
担
当
者
を
電
話

で
呼
び
出
し
、
湛
山
の
前
で
「
ど
う
し
て
情

報
が
も
れ
た
ん
だ
」
と
い
っ
て
叱
責
し
ま
し

た
。
普
通
で
あ
れ
ば
、そ
れ
は
本
当
か
と
か
、

何
と
か
し
ろ
、
と
い
う
は
ず
の
と
こ
ろ
、
湛

山
に
対
し
て
も
「
飼
い
犬
に
手
を
噛
ま
れ
た

と
思
っ
て
が
ま
ん
し
て
く
れ
」
と
言
っ
た
そ

う
で
す
。
さ
す
が
に
こ
れ
に
湛
山
は
怒
り
、

そ
の
後
も
吉
田
茂
に
対
す
る
不
信
感
は
ず
っ

と
続
き
ま
し
た
。

　

朝
鮮
戦
争
に
よ
っ
て
G
H
Q
の
姿
勢
も
変

わ
り
、
湛
山
も
追
放
解
除
と
な
り
、
政
界
に

復
帰
し
、
保
守
合
同
の
あ
と
、
昭
和
31
年
12

月
の
自
由
民
主
党
総
裁
選
に
打
っ
て
出
ま

す
。
反
共
保
守
派
の
筆
頭
・
岸
信
介
と
の
決

選
投
票
で
、
わ
ず
か
7
票
差
で
第
二
代
総
裁

に
選
ば
れ
ま
す
。
そ
し
て
鳩
山
一
郎
内
閣
の

後
、
石
橋
内
閣
が
発
足
し
ま
す
。
湛
山
は
72

歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
総
裁
選
活
動

を
主
導
し
た
の
が
、
秋
田
選
出
の
石
田
博
英

議
員
で
、
石
橋
内
閣
の
官
房
長
官
に
就
任
し

こまはし・けんいち／1957年秋田
市生まれ。北海道大学法学部卒。
1980年株式会社東洋経済新報
社入社。1997年「会社四季報」
編集長。2007年取締役第二編
集局長。2012年常務取締役デー
タ事業局長。2017年12月より代
表取締役社長。
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二
人
の
愚
息
も
山
の
上
の
学
校
に
お
世
話
に

な
っ
た
こ
と
や
、
今
も
ボ
ー
ト
関
係
の
業
務
に

携
わ
っ
て
い
る
た
め
母
校
と
は
い
ま
だ
に
繋
が

り
が
あ
り
、
時
々
気
に
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
入
学
し
て
か
ら
目
標
も
無
く
ブ
ラ
ブ
ラ

し
て
い
る
時
に
当
時
ボ
ー
ト
部
顧
問
の
高
田
屋

敏
夫
先
生
か
ら
、
ボ
ー
ト
を
や
って
み
な
い
か
、

と
声
を
掛
け
ら
れ
、
艇
庫
が
あ
る
向
浜
に
連

れ
て
い
か
れ
、
何
が
何
だ
か
訳
が
分
か
ら
な
い

う
ち
に
船
に
乗
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ボ
ー
ト
の
練

習
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
こ
の
競
技
が
と
ん

で
も
な
く
し
ん
ど
い
こ
と
が
分
か
り
、
最
初
の

う
ち
は
辞
め
る
こ
と
ば
か
り
い
つ
も
考
え
て
お

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
結
局
3
年
次
の
秋
ま

で
毎
日
授
業
が
終
わ
る
と
学
校
か
ら
ス
ケ
ー
ト

場
裏
の
艇
庫
ま
で
黙
々
と
自
転
車
の
ペ
ダ
ル
を

こ
ぎ
、
日
が
暮
れ
る
ま
で
オ
ー
ル
を
握
る
生
活

が
続
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
結
局
、自
分
は
ボ
ー

ト
の
試
合
で
勝
っ
た
体
験
が
、
高
校
で
の
わ
ず

か
な
成
功
体
験
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
快
感
が
忘

れ
ら
れ
ず
、
大
学
に
行
っ
て
も
こ
の
苦
し
い
競

技
を
続
け
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
一昨
年
、
弊

社
で
採
用
し
た
女
性
技
術
者
の
高
校
の
理
事

長
が
高
田
屋
先
生
だ
っ
た
こ
と
は
不
思
議
な
縁

を
感
じ
ま
す
。

　

ボ
ー
ト
と
の
出
会
い
は
現
在
の
自
分
の
礎
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
苦
し
い
時
に
で
も
頑
張
れ

る
気
力
や
体
力
、
仲
間
や
先
輩
、
後
輩
と
の

信
頼
関
係
を
得
た
こ
と
は
か
け
が
え
の
な
い
経

験
で
し
た
。
現
在
も
ボ
ー
ト
が
縁
で
平
成
19

年
秋
田
国
体
や
今
年
の
デ
ンマ
ー
ク
チ
ー
ム
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
合
宿
の
コ
ー
ス
設
営
も
弊
社

で
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
合
宿
コ
ー

ス
は
本
番
と
同
じ
規
格
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

コ
ー
ス
づ
く
り
の
技
術
は
他
社
で
は
ま
ね
で
き

な
い
も
の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
業
と
は
別
に
風
力
発
電
事
業
を

平
成
15
年
か
ら
始
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
当

時
か
ら
地
球
温
暖
化
に
対
し
警
鐘
を
鳴
ら
す

番
組
が
放
送
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
北
極
の

白
熊
が
解
け
て
小
さ
く
な
っ
た
氷
河
の
上
に
立

ち
尽
く
す
姿
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
氷
河
が
消
失
し
て

い
る
映
像
が
映
し
出
さ
れ
、
感
じ
た
こ
と
の
な

い
恐
ろ
し
い
感
覚
を
覚
え
た
こ
と
が
、
風
力
発

電
事
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
と
な
って
い
ま
す
。

そ
の
後
運
よ
く
東
北
電
力
の
連
携
枠
を
獲
得

で
き
、
当
時
秋
田
県
で
最
大
規
模
の
２
８
，

8
0
0
㌗
の
風
力
発
電
所
を
建
設
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
を
共
同
で
行
っ
て

い
る
住
友
商
事
が
昨
年
母
校
で
出
前
授
業
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
非
常
に
好
評
を
得

た
こ
と
で
今
年
も
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
は
私
に
と
って
も
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
秋
田
港
・
能

代
港
の
洋
上
風
力
発
電
に
も
事
業
参
加
し
て

お
り
、
工
事
に
お
い
て
も
風
車
の
周
り
に
砕
石

を
投
入
す
る
洗
堀
防
止
工
と
い
う
作
業
を
請

負
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
工
事
に
使
用
し
た
の

が
今
年
3
月
21
日
に
完
成
し
た
「
第
三
若
美

号
」
で
す
。
最
大
吊
り
荷
重
3
0
0
㌧
、
積

載
重
量
2
，
2
0
0
㌧
、
最
新
鋭
の
施
工
管

理
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
東
北
最
大
級
の
作
業

船
で
す
。
も
と
も
と
港
湾
洋
上
風
力
で
使
用

す
る
予
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
事

業
着
手
が
予
定
よ
り
も
1
年
遅
れ
た
こ
と
も

あ
り
当
該
事
業
に
使
用
し
て
お
り
ま
す
。
実

際
、
こ
の
作
業
船
は
損
得
だ
け
で
は
造
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
社
員
の
協
力
と
理

解
も
あ
り
、
作
業
の
安
全
性
と
効
率
性
を
求

め
思
い
切
っ
て
3
年
前
に
建
造
す
る
こ
と
を
決

断
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
実
績

や
経
験
を
活
か
し
、
こ
の
後
に
控
え
る
秋
田

県
沖
に
展
開
さ
れ
る一般
海
域
の
洋
上
風
力
発

電
所
の
建
設
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
営
業
展

開
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
って
お
り
ま
す
。

　

浅
学
非
才
の
身
で
試
行
錯
誤
の
連
続
の
な

か
、
い
つ
も
周
り
に
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

高
校
の
同
級
生
、
同
窓
と
い
う
こ
と
で
お
声

を
掛
け
て
く
れ
る
先
輩
方
、
私
の
高
校
時
代

の
こ
と
を
思
い
出
す
と
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す

が
、
同
窓
と
い
う
こ
と
で
意
思
が
通
じ
合
え
る

の
が
、
秋
高
の
良
さ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

来
年
弊
社
は
創
業
65
周
年
と
な
り
ま
す
。
経

営
理
念
で
あ
る
「
自
己
研
鑽
、
地
域
貢
献
」

は
校
歌
の
4
番
の
歌
詞
と
繋
が
って
い
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
在
学
中
は
歌
詞
に
つい
て
考
え

る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
苦
し
い
時

代
を
経
験
し
て
、
そ
の
意
味
が
分
か
っ
て
き
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
母
校
へ
の
誇
り
と
感
謝
を

胸
に一
歩
で
も
前
に
進
み
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

第三若美号による秋田港洋上風力洗堀防止工

ボ
ー
ト
と
の
出
会
い
が
人
生
の
礎
に

�

加
藤
建
設
代
表
取
締
役　

加
藤 

正
己
（
昭
和
56
卒
）
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ちだ・けいた／1987年潟上市出身。
桐朋学園大学在学中に世界的巨匠の
エリックハイドシェックの内弟子となる。
第3回アラン・マリナロ国際ピアノコンクー
ルを始め国内外のコンクールで入賞。
ユーロ音楽祭、ペルピニャン音楽祭を
始め多数の音楽祭に出演。ルーマニ
ア国立管弦楽団を始め多数のオーケ
ストラと共演、室内楽においてもウェー
ルズカルテットなどと共演。２０２１年に
は世界三大ピアノのベヒシュタイン社と
アーティスト契約を結ぶ。

わたなべ・まさこ／1957年潟上市生ま
れ、東京都在住。東京外語大ロシア
語学科卒。ニューズウィーク・インター
ナショナル東京支社等に勤務。59歳
の時、肝内胆管がんステージ４と診
断、手術・抗がん剤治療が奏功、5
年経過。2020年7月、患者支援、研
究支援、疾患啓発をミッションとする

「胆道がんの会（デイジーの会）」を
立ち上げ 代 表を務める。（https://
tandougandaisy.jimdofree.com）

　時勢柄世界は大混乱の中、「文化」は蚊帳の外になっ
ています。この混乱を契機に大転換を図ろうとしている中、
いかに「文化」が中軸であるかを忘れられているのではな
いかと僭

せん
越
えつ

ながら感じる日々 を送っております。
　日本は地理的に辺境にあるが故か、我が国は米国に次
ぐ二番目の経済大国である、中国の発展とどう向き合うか
と、政界では論じられておりますが、、、他国（他人様）あ
りき、主語に“自分”があるメッセージがないと感じてしまいま
す。経済あって文化が生まれるというのは大きな誤解であ
り、文化が先であると考えます。身の回りの“商品”はデザ
インという美的工程を経て生産されており、そこにはより伝
わりやすさへの工夫があります。この“美的工程”をなくした
世界を考えることは可能でしょうか。それは不可能であり、
あるとすればチンパンジーの世界です。地方の街頭では大
企業の誘致を謳

うた
い、雇用創出を訴えているポスターに溢

あふ
れ

ています。大企業を誘致したところで、受け入れる側に「文
化」がなければ一過性の雇用に過ぎず、いつまでも都市
部に従属することになるだけです。ではどうすべきなのでしょ
うか。「文化」を持つことです。自分の「言葉」を持つこ
とです。文化を持つことで、何

な
故
ぜ

各々が働いているのか、
つまり勤労の意義が認識できる。勤労の意義がわかれば
自分と国家とのつながりを認識できる。つまり自己実現の下
絵を描くことができ、勤労に活力が生まれる。活力ある人
の集合体が活力ある街となる。「何か」に従属しなければ
立っていられない地域ではなく、住民一人ひとりが主人公
の自発性に溢れた、持続可能な社会が実現できるのでは
ないかと考えます。この混乱の社会の中に、秋田から世
界へ、世界から秋田へ、相互に発信できる音楽祭（※）の
実現を志しております。私にはあまりに荷の重い仕事であり
ますが、偉大な先輩方の知恵とお力を少しでもお借りでき
ればと思い、ここに寄稿させていただきました。
　敬天愛人理想を高く、己を治めて世の為尽くす所存で
す。

※�世界中のトップアーティストを秋田の地に呼び、地域
文化の向上・地域の活性化を目的とするもの。定期
的な開催を目指す。（詳細はHP）QRコード掲載

　医学が進んだ現代でも難治ながんがあります。その代表
格のひとつである肝内胆管がん（胆汁の通り道にできる胆
道がんのひとつ）と突然診断されたのは2016年。ステージ4、
リンパ節転移、大動脈転移もありながら極めて高難度の手
術を受けることができたものの、術後すぐ肝転移、術後抗
がん剤を2020年3月まで続け奏功。極めてまれな幸運に恵
まれ、5年が経過しました。生きていることに厳粛なものを感
じます。がんはとてつもない不安と恐怖で襲いかかり人生
を一変させます。しかし、たとえ困難な状況であってもそれ
に応戦する本然的な力が生命の内の内にあるように感じま
す。人間は無常にほんろうされる存在ではないと感じました。
　胆道がんは外科治療以外の有効な治療法が確立され
ておらず、早期発見が難しく、5年生存率は約20%（ス
テージ4の場合は1桁）と90年代から低いままです。年
間罹患者数は約24,000人と希少ながら、年間死亡者
数は約18,000人（第6位）。抗がん剤は3種類しかない
と知った時は衝撃でした。研究がなかなか進まない現
状。自分の経験から見えたこの課題の解決のために何
かできないかと思いました。奇跡的に命を救っていただ
いたことへの深い感謝の思いが原動力となり、昨年7月、

「胆道がんの会（デイジーの会）」を始めた次第です。
有効な治療法を望む患者さん皆の切実な声。専門医や
情報も少なく患者さんは不安の中に孤立しがちです。デ
イジーの会は「患者支援、研究支援、社会への疾患
啓発」をミッションに、病気に関する正しい知識を普及さ
せるための情報提供・啓発、患者交流・相談、疾患に
関する調査研究を行うとともに、診断・治療の向上のた
めの研究促進支援にも取り組んで参りたいと思います。
　試行錯誤ですが、患者さんの声、ご支援者の皆さ
まに背中を押していただき、光栄にも肝胆膵の権威や
若手の先生方の多大なお力添えをいただき、この1年
間、デイジーの会は大きく成長させていただきました。東
京医科歯科大学の先生によるオンラインセミナーは盛会と
なり、オンライン交流会、個別相談などを実施。また米
国の「胆管がん財団」と提携。すべてのステークホル
ダーが繋がるコミュニティーを国内外で形成しております。
　デイジーの花言葉は希望。患者さんが病気と闘う一助
となれば、未来への小さな一石となればと願います。皆
さまのご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

秋田潟上国際音楽祭（※）の 
開催にむけて
� 　千田 桂大（平成18卒）

難治性がん克服へ、 
コミュニティーを形成
� 　渡邊 眞佐子（昭和51卒）

秋田高校同窓会だより VOL.1107



スリバチ学会とブラタモリ
� 編集者・ライター　柳山　努（昭和61卒）

　
「
東
京
ス
リ
バ
チ
学
会
」
の
皆
川
典
久
会
長

か
ら
、「
某
テ
レ
ビ
局
が
、
秋
田
を
取
材
し
た

い
そ
う
な
ん
だ
け
ど
、
連
絡
先
を
伝
え
て
も
い

い
か
？
」と
い
う
メ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
の
は
、

2
0
1
9
年
の
4
月
で
し
た
。「『
渋
谷
』
の
局

で
す
か
？
」と
返
信
し
た
と
こ
ろ
、「
そ
う
」。「
あ

あ
、
そ
れ
は
喜
ん
で
！
」
…
…
こ
こ
か
ら
怒
濤

の
半
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

え
ー
、
唐
突
な
書
き
出
し
で
失
礼
い
た
し

ま
し
た
。
柳
山
努
と
申
し
ま
す
。
4
年
前
の

2
0
1
7
年
に
、
30
余
年
の
東
京
生
活
を
切
り

上
げ
て
秋
田
に
戻
り
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
編
集

者
・
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
…
…
い
る
つ

も
り
な
の
で
す
が
、
本
業
の
傍
ら
主
催
し
て
い

る
「
秋
田
ス
リ
バ
チ
学
会
」
の
会
長
と
し
て
ご

注
目
い
た
だ
く
こ
と
の
方
が
多
く
、
本
欄
に
も

そ
ち
ら
の
立
場
で
登
場
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
錚そ
う

々そ
う

た
る
同
窓
の
皆
さ
ま
を

前
に
、ま
っ
た
く
も
っ
て
僭せ
ん

越え
つ

の
極
み
で
す
が
、

な
に
と
ぞ
ご
海
容
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
「
ス
リ
バ
チ
学
会
」
と
は
、「
地
形
」
に
着
目

し
な
が
ら
街
歩
き
を
楽
し
む
集
ま
り
で
す
。
最

初
に
で
き
た
の
は
「
東
京
」
で
し
た
が
、
そ
の

後
、
日
本
各
地
に
広
が
り
、
近
年
で
は
、
ロ
ー

マ
や
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
台
北
と
い
っ
た
海
外
の

街
で
も
集
ま
り
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

ス
リ
バ
チ
と
は
、「
谷
」
の
比
喩
で
す
。
も

と
も
と
は
、
火
山
灰
台
地
に
由
来
す
る
、
東
京

特
有
の
緩
や
か
な
谷
地
形
を
指
し
て
い
た
の
で

す
が
、
語
感
の
キ
ャ
ッ
チ
ー
さ
か
ら
か
、
全
国

の
地
理
・
地
形
・
街
歩
き
好
き
の
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
、「
谷
」
全
般
を
指
す
言
葉
と
し
て
頻

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
格
派
の
学
者
の
皆

さ
ま
の
眉
を
顰ひ
そ

め
さ
せ
て
お
り
ま
す
（
ス
ミ
マ

セ
ン
）。

　

と
は
い
え
こ
の
「
ス
リ
バ
チ
地
形
」、
着
目

し
な
が
ら
街
を
歩
い
て
い
る
と
、「
な
ん
で
こ

こ
に
こ
の
建
物
が
あ
る
の
か
」
だ
と
か
、「
な

ん
で
こ
こ
で
あ
ん
な
事
件
が
起
こ
っ
た
の
か
」

と
い
っ
た
謎
が
、
す
る
す
る
と
解
け
て
く
る
ん

で
す
。昔
か
ら
そ
の
街
に
住
ん
で
い
る
方
か
ら
、

様
々
な
分
野
の
専
門
家
ま
で
、
多
種
多
様
な
方

が
緩
く
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
知
っ
て
い
る

こ
と
」
を
披
露
し
な
が
ら
わ
い
わ
い
歩
い
て
街

の
謎
解
き
を
楽
し
ん
で
い
る
の
が
「
ス
リ
バ
チ

学
会
」
で
す
。

　

さ
て
、
東
京
ス
リ
バ
チ
学
会
の
皆
川
会
長

は
、
N
H
K
の
人
気
番
組
『
ブ
ラ
タ
モ
リ
』
の

放
送
開
始
当
時
か
ら
の
ブ
レ
ー
ン
で
も
あ
り

ま
し
て
、
同
番

組
が
全
国
を
取

り
上
げ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら

は
、
各
地
の
ス

リ
バ
チ
学
会
も

取
材
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま

す
。
冒
頭
の

や
り
と
り
も
、

「『
ブ
ラ
タ
モ

リ
』
が
秋
田
を

取
り
上
げ
る
か

ら
、秋
田
ス
リ
バ
チ
学
会
と
し
て
協
力
し
て
ね
」

と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
し
た
。

　

実
は
同
番
組
、放
送
日
が
告
知
さ
れ
る
ま
で
、

一
切
情
報
を
明
か
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う

お
約
束
が
あ
り
、
取
材
先
の
方
々
に
も
、
ロ
ケ

直
前
ま
で
は
番
組
名
や
タ
モ
リ
さ
ん
の
お
名
前

も
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ん
で
す
。
冒
頭

の
持
っ
て
回
っ
た
や
り
と
り
は
、
そ
の
「
お
約

束
」
ゆ
え
の
こ
と
で
し
た
。

　

取
材
期
間
は
6
月
か
ら
8
月
ま
で
の
3
ヶ

月
。
ほ
ぼ
毎
週
、
4
、
5
泊
ペ
ー
ス
で
秋
田
に

滞
在
す
る
番
組
ス
タ
ッ
フ
に
同
行
し
、
県
内
各

地
を
走
り
回
り
ま
し
た
。
彼
ら
の
取
材
力
は
大

変
な
も
の
で
、
私
が
何
気
な
く
提
案
し
た
取
材

地
候
補
に
つ
い
て
も
、
数
日
の
う
ち
に
、
地
元

の
人
間
で
す
ら
知
ら
な
い
よ
う
な
事
柄
ま
で
含

め
て
調
べ
上
げ
、
番
組
で
紹
介
す
べ
き
か
ど
う

か
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

二
日
半
に
わ
た
る
入
念
な
リ
ハ
ー
サ
ル
（
ス

タ
ッ
フ
が
タ
モ
リ
さ
ん
役
と
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
役

を
演
じ
ま
し
た
）
に
続
い
て
本
番
が
行
わ
れ
た

の
は
9
月
初
旬
。
タ
モ
リ
さ
ん
の
博
覧
強
記
ぶ

り
に
よ
る
「
案
内
人
泣
か
せ
」
に
ド
ギ
マ
ギ
し

な
が
ら
も
、
な
ん
と
か
無
事
収
録
を
終
え
ま
し

た
。
カ
メ
ラ
が
回
っ
て
い
な
い
時
で
も
、「
見

事
な
海
岸
段
丘
だ
ね
え
！
」「
目
潟
、観
た
か
っ

た
ん
だ
よ
」
な
ど
と
話
し
か
け
て
こ
ら
れ
た
タ

モ
リ
さ
ん
の
、「
地
形
ラ
ブ
」
具
合
が
、
と
に

か
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ロ
ケ
後
の
細
か
い
追
加
取
材
な
ど
を
行
い
、

編
集
期
間
を
経
て
、「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
秋
田
篇

は
11
月
9
日
と
16
日
の
二
週
に
わ
た
っ
て
放
送

さ
れ
ま
し
た
。
各
回
45
分
の
番
組
で
し
た
が
、

そ
こ
に
は
半
年
に
わ
た
る
ス
タ
ッ
フ
の
入
念
な

仕
事
が
凝
縮
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
。
録
画
を
お

持
ち
の
方
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
ぜ
ひ
改
め
て
ご
覧

い
た
だ
き
、
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸

い
で
す
。

取材中の一枚。本編では採り上げられません
でしたが、秋田大学の林信太郎先生と一緒に

「千屋断層」を案内しているところです。

ロケは朝5時から始まりました。現地には前
泊して撮影に臨んだ湯沢の「こまち娘」さん
が待機していました。

やなぎやま・つとむ／秋田スリバチ学
会会長。本業は編集者・ライター。
1990年、早稲田大学第一文学部卒
業の後、株式会社新潮社に入社。
2016年独立。2017年に秋田へ帰郷。
形に着目することで街の面白さを発見
する「スリバチ学会」を主催。2019
年にNHK『ブラタモリ』秋田篇で総
合案内人を務める。秋田魁新報にて

「気ままに凸凹街歩き」連載中（毎
月最終日曜掲載）。
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哀
悼
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

�

敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

㊟
（
昭
20
④
）
は
旧
制
中
学
を
4
年
で
卒
業
、
（
昭
20
⑤
）
は
5
年
で
卒
業
し
た
こ
と
を
表
す

　秋田高校同窓会の運営は、その財源基盤のほとんどを会員の皆さ
まの年会費に依存しています。円滑な同総会活動を推進するため、
令和3年度の年会費納入にご協力賜りますようお願い申し上げます。
同封の払込取扱用紙でコンビニまたは郵便局で納入くださるようお願い
いたします。経費削減のため、できるだけコンビニ（期限あり）を優
先してご利用ください。
《ご注意》�2022年1月17日から、郵便局窓口で（ATMでも）現金で支払う

場合、振込人に110円の手数料が加算されることになりました。

　年会費に関する取り決めは以下のとおりです。

1．年会費は会員1人あたり 2,000円とする。
2．年会費の請求は単年度のみとし、過年度分は請求しない。
3．母校卒業後4年間は年会費の納入を免除する。
� （財政委員会）

　同窓会だよりが、「宛先不明」「宛
名不完全」で戻される数が毎回少なか
らずあります。郵便局に転居届を提出
後1年経過した場合、新住所に転送さ
れず、実家住所でも配達されないことが
あります。アパート等の部屋番号の記載
がない場合（以前は配達されたのに）
配達されない例もありました。
　転居の場合は同窓会HPの「会員情
報の変更」フォームやメール・FAX等
でお知らせください。

� 　（名簿委員会）

年会費納入のお願い 転居届は同窓会にもお願い

平
成
30
年

3
月
今
野　

修
造
（
昭
26
）

平
成
31
年

４
月
松
本　

辰
男
（
昭
34
）

令
和
元
年

６
月
駿
河　

清
廣
（
昭
17
）

令
和
2
年

３
月
岩
谷　

達
雄
（
昭
43
）

５
月
佐
藤　

亮
一
（
昭
30
）

関
口　

晴
夫
（
昭
33
定
）

６
月
加
賀
谷　

弘
（
昭
22
）

８
月
鈴
木　

秀
悦
（
昭
38
）

10
月
神
崎
季
司
男
（
昭
30
）

11
月
大
日
向　

充
（
昭
41
）

佐
藤　

愼
悦
（
昭
41
）

石
黒　

義
春
（
昭
33
）

12
月
川
村　

憲
一
（
昭
40
）

大
坂　

弘
二
（
昭
30
）

令
和
3
年

１
月
長
谷
川
皎
二
（
昭
27
）

高
橋　

秀
夫
（
昭
26
）

鈴
木　
　

俊
（
昭
49
）

那
須　

秋
男
（
昭
30
）

北
川　

孝
一
（
昭
34
）

２
月
川
上　
　

博
（
昭
43
）

星
野　

泰
朗
（
昭
35
）

小
林　

道
夫
（
昭
27
）

工
藤　

勝
美
（
昭
24
定
）

３
月
二
木　
　

亮
（
昭
27
）

井
上　

卓
夫
（
昭
35
）

柏
原　
　

裕
（
昭
27
）

中
田　

輝
雄
（
昭
39
）

武
田　
　

實
（
昭
20
④
）

三
浦　
　

進
（
昭
25
）

４
月
橋
本　

宗
二
（
昭
30
）

加
藤　

禎
二
（
昭
34
）

辻　
　

良
二
（
昭
26
）

藤
原
長
五
郎
（
昭
29
）

児
玉　

三
朗
（
昭
26
）

滝
田　

健
次
（
昭
41
）

辻
永　

雅
幸
（
昭
43
）

高
橋　

俊
男
（
昭
31
）

刈
田　
　

徹
（
昭
33
）

小
森　

哲
也
（
昭
31
）

山
崎　

諄
次
（
昭
32
）

田
上　

信
一
（
昭
25
）

佐
藤　

正
秀
（
昭
30
定
）

５
月
宮
崎
林
次
郎
（
昭
33
）

佐
藤　

広
規
（
平
11
）

杉
田　
　

宏
（
昭
21
）

丹
野　
　

修
（
昭
21
）

戸
坂　

久
雄
（
昭
29
定
）

進
藤　

貞
雄
（
昭
30
定
）

尾
見　

敬
二
（
昭
30
）

吉
田　

達
夫
（
昭
32
）

池
田　

美
博
（
昭
33
）

時
田　

邦
雄
（
昭
31
）

佐
藤　
　

潔
（
昭
28
定
）

根
田　

広
志
（
昭
35
定
）

６
月
荒
谷　

義
史
（
昭
33
）

大
塚　

捷
平
（
昭
32
）

中
川　

信
市
（
昭
30
）

齊
藤　
　

彰
（
昭
31
）

三
浦
耕
太
郎
（
昭
43
）

伊
藤　

洋
勇
（
昭
33
）

７
月
上
松　
　

馨
（
昭
53
）

石
郷
岡　

守
（
昭
47
）

菊
地
徳
一
郎
（
昭
23
）

藤
井　

鐵
雄
（
昭
28
）

岩
崎　

雅
典
（
昭
34
）

渡
部　
　

匡
（
昭
30
）

木
元　

雅
彦
（
昭
46
）

加
藤　

喜
司
（
昭
30
定
）

８
月
三
浦
善
八
郎
（
昭
37
）

伊
藤　

誠
悦
（
昭
36
）

村
山　

一
夫
（
昭
33
）

佐
々
木
金
也
（
昭
29
定
）

佐
々
木　

真
（
昭
58
）

笹
渕　

正
弘
（
昭
32
）

伊
藤　
　

仁
（
昭
30
）

年
代　

直
人
（
昭
62
）

９
月
戸
澤　
　

昭
（
昭
20
④
）

加
藤　

常
男
（
昭
32
）

田
口　

英
樹
（
昭
61
）

小
原　

俊
二
（
昭
25
）

木
村
嘗
太
郎
（
昭
29
）

加
藤　
　

伸
（
昭
18
）

金
澤　

信
三
（
昭
35
）

村
田　

照
夫
（
昭
34
）

齋
藤
典
四
郎
（
昭
20
⑤
）

井
上　

房
子
（
昭
29
）

梅
津　
　

守
（
昭
27
）

高
橋　

文
昭
（
昭
39
）

加
藤
豪
之
助
（
昭
38
）

熊
澤　

秀
夫
（
昭
32
）

髙
橋　
　

博
（
昭
25
）

渡
邉　

正
典
（
昭
33
）

齋
藤　

憲
朗
（
昭
34
）

渋
谷　

邦
夫
（
昭
34
）

秋田高校同窓会だより VOL.1109



　

父
が
柔
道
を
や
っ
て
い
た
関
係
で
小
3
か

ら
柔
道
を
始
め
た
が
、
ひ
弱
で
負
け
て
ば
か

り
で
さ
っ
ぱ
り
面
白
く
な
か
っ
た
。
そ
ん
な

折
、
柔
道
界
最
高
峰
の
神
永
・
猪
熊
両
先
生

が
三
菱
金
属
尾
去
沢
鉱
山
道
場
を
訪
れ
猪
熊

先
生
に
稽
古
（
笑
）
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が

あ
る
。
ポ
ン
ポ
ン
投
げ
ら
れ
た
あ
と
最
後
に

足
を
引
っ
か
け
た
ら
先
生
が
も
ん
ど
り
う
っ

て
倒
れ
、
そ
の
時
は
何
が
起
こ
っ
た
の
か

（
？
）
で
あ
っ
た
が
後
で
オ
マ
ケ
を
し
て
下

さ
っ
た
の
だ
と
気
づ
い
た
。
そ
れ
で
も
さ
っ

ぱ
り
熱
は
入
ら
ず
隣
の
剣
道
場
で
や
っ
て
い

る
チ
ャ
ン
バ
ラ
の
ほ
う
が
面
白
そ
う
に
見
え

て
い
つ
か
は
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
小

5
で
父
が
歯
科
技
工
所
開
業
の
た
め
大
館
に

引
っ
越
し
柔
道
は
中
断
、
大
館
三
中
（
現
東

中
）
は
当
時
柔
道
部
が
な
く
念
願
の
剣
道
部

に
入
部
し
た
。
片
手
片
足
の
宮
崎
広
治
先
生

率
い
る
剣
道
部
は
全
県
・
北
奥
羽
で
常
に
優

勝
に
絡
む
強
豪
校
で
激
し
い
稽
古
や
厳
し
い

上
級
生
の
締
め
付
け
が
あ
っ
た
が
、
何
と
か

や
っ
て
い
る
う
ち
に
体
も
丈
夫
に
な
り
3
年

で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
獲
得
、
全
県
大
会
決
勝
で

秋
大
付
属
中
と
戦
っ
た
。
こ
の
試
合
が
全
国

制
覇
を
目
指
す
岩
谷
文
雄
先
生
の
目
に
留
ま

り
同
級
生
の
鈴
木
由
克
君
と
と
も
に
秋
高
剣

道
部
に
進
む
こ
と
が
で
き
た
。

い
よ
い
よ
秋
高
剣
道
部
へ
入
部

　

付
属
中
か
ら
は
加
賀
谷
誠
・
渡
邉
明
（
い

ず
れ
も
故
人
）
・
前
沢
孝
司
君
が
入
部
し
て

お
り
、
時
田
幸
次
（
故
人
）
・
伊
藤
洋
・
畠

山
茂
君
、
大
館
か
ら
は
鈴
木
由
克
君
（
故

人
）
と
共
に
切
磋
琢
磨
し
厳
し
い
稽
古
に
明

け
暮
れ
た
。
し
か
し
私
は
食
後
に
運
動
す
る

と
腹
痛
・
嘔
吐
が
続
き
次
第
に
気
力
が
萎な

え

て
し
ま
う
あ
り
さ
ま
で
、
振
り
返
っ
て
み
る

と
何
が
何
で
も
勝
ち
取
る
ぞ
と
い
う
メ
ン
タ

ル
が
弱
か
っ
た
の
だ
。
当
時
岩
谷
先
生
は
会

議
で
忙
し
く
飛
び
回
っ
て
お
ら
れ
た
が
、「
今

日
は
先
生
来
な
い
か
ら
終
わ
り
に
し
よ
う
」

と
思
っ
た
矢
先
に
必
ず
帰
っ

て
来
ら
れ
て
掛
か
り
稽
古
が

再
開
さ
れ
、「
短
時
間
集
中
」

と
と
も
に
「
気
の
緩
み
」
を

戒
め
ら
れ
た
。

　

昭
和
42
年
、
仲
間
た
ち
は

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
切
符
を
手
に

し
、
つ
い
に
全
国
制
覇
を
成

し
遂
げ
て
く
れ
た
。
選
手
に

医療法人

おおすみ歯科医院

☎018-836-5222
秋田市大住3丁目3-53

院 長 佐々木 嘉一（昭和52年卒） 
●月～金曜/9：00～12：00  14：00～18：00
●土　　曜/9：00～12：30
●休　　診/日曜・祝日

おおすみ歯科 検索

山崎工務店一級建築士事務所
〒011-0932 秋田市将軍野青山町10-14

TEL（018）845－5000
FAX（018）845－6769
E-mail sukekiyo@gol.com

代表取締役

yamazaki yoshihiro

山 崎 工 務 店
山  崎  義  裕（昭和52年卒）

注文住宅

株式
会社

大仙市大曲上大町11-11
TEL : 0187-62-2225
E-mail: shimoyama@snow.plala.or.jp

代表取締役　下　山　　　誠
（昭和５２年卒）

至誠堂下山薬局本店
理事長　後藤 時子

（昭和52年卒）

〒011-0911 秋田市飯島字堀川84番地
TEL 018-845-2161 FAX 018-846-6942
URL:http://www.kyusei.or.jp
E-mail：webmaster@kyusei.or.jp

医療法人 久盛会
秋田緑ヶ丘病院

心療内科  精神科  内科  麻酔科

あ
の
頃
の

▶9◀

てらおか・よういち／昭和24年鹿角郡
尾去沢町生まれ。同49年東京歯科大
学卒業。同52年大館市にて寺岡歯科
医院開業。平成13年剣道七段、同
17年教士号を取得。同15～18年大館
北秋田歯科医師会会長。同31年大
館市剣道協会会長及び大館北秋剣
道連盟副会長に就任、現在に至る。
令和3年春、旭日双光章受章（保健
衛生功労）。

剣
道
部
の
思
い
出

  

同
期
が
全
国
制
覇

�

寺
岡 

洋
一（
72
）＝
昭
和
43
卒

２年生の春休み、八橋青年の家で合宿

全国大会三連覇を記念して昭和43年
に設置された闘魂碑
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な
れ
な
か
っ
た
私
は
歯
学
部
を
目
指
し
予
備

校
の
夏
期
講
習
に
通
う
た
め
夏
休
み
に
入
っ

て
す
ぐ
の
剣
道
部
引
退
を
認
め
て
い
た
だ
い

た
。
東
京
の
下
宿
で
見
せ
て
も
ら
っ
た
テ
レ

ビ
に
は
懐
か
し
い
面
々
が
映
し
出
さ
れ
て
い

て
今
ま
さ
に
決
勝
戦
が
は
じ
ま
ろ
う
と
し
て

い
る
。
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
て
い
た
が

勝
負
は
意
外
に
早
く
決
し
た
。
主
将
時
田
君

が
副
将
戦
で
決
め
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
勝
者

数
4
－
1
・
本
数
9
－
5
と
い
う
圧
倒
的
な

勝
利
で
あ
っ
た
。
し
か
し
後
日
拝
見
し
た
岩

谷
先
生
の
大
会
報
告
に
よ
る
と
「
…
初
戦
よ

り
調
子
が
出
ず
、
苦
し
い
試
合
の
連
続
で

あ
っ
た
。
…
対
佐
賀
北
高
と
の
戦
い
、
あ
ま

り
の
苦
し
さ
に
禅
寺
へ
で
も
逃
げ
出
し
た
い

よ
う
な
衝
動
に
か
ら
れ
つ
つ
も
、
選
手
を
信

じ
と
も
に
励
ま
し
あ
っ
た
。
…
こ
れ
を
勝
ち

抜
い
て
か
ら
、
ま
る
で
「
空
」「
無
一
物
」

と
い
う
状
態
で
心
に
一
点
の
曇
り
も
な
い
心

境
に
て
勝
ち
進
み
、
三
十
二
年
振
り
に
優
勝

旗
を
手
に
す
る
選
手
を
見
て
…
こ
み
あ
げ
て

く
る
涙
を
抑
え
つ
つ
帰
秋
の
途
に
つ
い
た

…
」
と
あ
る
。
そ
の
対
佐
賀
北
戦
は
秋
田
県

剣
道
史
に
よ
る
と
、
同
勝
者
数
・
同
取
得
本

数
で
代
表
戦
に
も
つ
れ
込
み
前
沢
君
が
見
事

片
手
半
面
を
決
め
て
準
決
勝
を
勝
ち
抜
け
た

試
合
で
あ
っ
た
。
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
る

と
い
う
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
と

感
動
さ
せ
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
同
年
の
国
体
優
勝
に
続
き
二
年
生

が
翌
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
連
覇
し
て
前
人

未
到
の
国
体
を
挟
ん
で
の
三
連
覇
が
達
成
さ

れ
た
。
こ
れ
を
記
念
し
た
石
碑
が
校
庭
に
建

て
ら
れ
て
お
り
私
も
末
席
に
加
え
て
い
た
だ

き
光
栄
に
思
い
ま
す
。

72
歳
の
今
も
竹
刀
持
つ

　

大
学
に
入
り
剣
道
部
の
勧
誘
に
不
完
全
燃

焼
だ
っ
た
血
が
騒
ぎ
入
部
し
た
が
、
道
場
は

な
く
師
範
も
お
ら
れ
ず
富
坂
上
の
警
視
庁
武

道
館
を
借
用
し
て
の
稽
古
で
あ
っ
た
。
同
好

会
み
た
い
な
感
じ
で
和
気
あ
い
あ
い
楽
し

か
っ
た
が
半
面
物
足
り
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
、
た
ま
に
警
視
庁
助
教
の
先
生
が
お
見
え

に
な
っ
て
稽
古
を
い
た
だ
け
る
時
は
う
れ
し

か
っ
た
。
一
年
か
ら
試
合
に
出
し
て
も
ら
っ

た
が
大
し
た
戦
績
は
あ
げ
ら
れ
ず
メ
ン
タ
ル

の
弱
さ
は
相
変
わ
ら
ず
だ
っ
た
。

　

大
学
卒
業
後
横
浜
で
3
年
勤
務
、
昭
和
52

年
大
館
に
帰
り
歯
科
医
院
を
開
業
し
た
。
岩

谷
先
生
に
報
告
す
る
と
「
あ
の
頃
の
苦
し

か
っ
た
稽
古
を
思
え
ば
何
だ
っ
て
乗
り
越
え

ら
れ
る
、
頑
張
れ
」
と
励
ま
し
て
い
た
だ
い

た
。
当
時
は
「
虫
歯
の
洪
水
」
と
い
わ
れ
た

時
代
で
診
切
れ
な
い
ほ
ど
の
患
者
さ
ん
が
来

ら
れ
、
診
療
・
食
う
・
寝
る
の
生
活
が
続
い

た
。そ
ん
な
時
歯
科
医
師
会
事
務
局
よ
り「
東

北
6
県
の
歯
科
医
師
剣
道
大
会
が
あ
る
の
で

出
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
と
い
う
わ
け
で
参
加

し
た
ら
、
試
合
の
前
日
に
大
懇
親
会
が
あ
り

親
睦
主
体
な
が
ら
試
合
も
頑
張
る
と
い
う
大

会
で
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
は
ろ
く
に
稽
古
も

せ
ず
に
こ
の
大
会
に
出
る
こ
と
だ
け
が
私
の

剣
道
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
勝
て
な
く
な
り

こ
れ
で
は
イ
カ
ン
と
や
っ
と
稽
古
に
励
む
よ

う
に
な
っ
た
。
社
会
人
に
な
る
と
稽
古
す
る

も
休
む
も
、
ど
こ
ま
で
自
分
を
追
い
込
む
か

な
ど
自
由
だ
が
全
て
自
己
責
任
で
も
あ
る
。

「
継
続
は
力
な
り
」
と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、

今
頃
に
な
っ
て
止
め
ず
に
続
け
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。
三
年
前
か
ら
大
館
市
剣
道

協
会
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大
会
の
開
催
・
幼
少
年
対

策
・
会
員
の
親
睦
な
ど
思
う
よ
う
に
で
き
な

い
状
態
が
続
き
残
念
で
あ
る
。
診
療
も
患
者

さ
ん
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
か
げ

で
何
と
か
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
「
感

謝
」
の
一
語
に
尽
き
る
。
最
後
に
な
り
ま
す

が
秋
高
な
ら
び
に
剣
道
部
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
・
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

秋田市山王六丁目13番15号

三浦法律事務所

☎0182-35-2666
横手市杉沢字中杉沢519-1

小浜 丈夫
（昭和52年卒） 

日本泌尿器科学会認定
泌尿器科専門医

診療時間
●月～金 8：30～12：30／14：00～17：00
●　土　 8：30～12：30　●休診日 日祝日

（昭和52年卒） 

昭和42年インターハイ優勝の剣道部員。前列中央に岩谷文雄先生と渡辺
忠先生。後列左端が筆者

秋田高校同窓会だより VOL.11011



昭和44年卒業の渡辺悦子様（山形市在住）から
送っていただいた　集合写真です

　

秋
田
高
校
に
初
め
て
女
子
が
入
学
し
た
の
は
昭
和
26
年
の
こ

と
で
す
。
最
初
の
入
学
者
は
1
学
年
5
2
9
人
の
う
ち
女
子
は

わ
ず
か
28
人
で
し
た
。
質
実
剛
健
、
天
下
の
秋
田
高
校
に
女
子

が
入
学
す
る
と
は
何
事
か
、
と
い
う
空
気
が
世
間
に
も
学
校
に

も
吹
き
荒
れ
る
中
、
女
子
ト
イ
レ
の
設
備
も
十
分
整
っ
て
い
な

い
よ
う
な
状
況
下
で
秋
田
高
校
女
子
生
徒
の
歴
史
は
始
ま
り
ま

し
た
。
今
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
こ
と
で
す
が
、
私
た
ち
の
先

輩
が
苦
労
し
て
歴
史
を
刻
ん
で
き
て
く
れ
た
お
か
げ
で
現
在
の

私
た
ち
、
皆
さ
ん
た
ち
が
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
、
秋
高
女
子
の
在
校
生
の
会
と
し
て
昭
和
29
年
若

菜
会
が
発
足
し
て
い
ま
す
。
少
な
い
女
子
が
結
束
し
て
問
題
を

訴
え
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
こ

の
若
菜
会
は
昭
和
50
年
に
解
散
し
ま
し
た
。
男
女
共
学
の
定
着

と
女
子
生
徒
の
増
加
に
よ
り
そ
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
い
う

理
由
で
し
た
。
昭
和
50
年
卒
業
の
私
は
、
若
菜
会
と
い
う
名
称

代表社員　税理士

https://mugen-a.com

〒010-0011
秋田市南通亀の町4番15号 ヤマキウビル2F
TEL 018-836-1780 FAX 018-836-6771

（ムゲン）

磯崎 悠耶（平成8年卒）

　

昨
秋
、
新
生
「
若
菜
会
」
が
発
足
し
て
か
ら
ほ
ぼ
一
年

に
な
り
ま
す
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
若
菜
会
通
常
総

会
が
中
止
の
今
年
、
改
め
て
「
若
菜
会
」
発
足
の
意
義
を

確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
春
、
同
窓
会
入
会
式
で
中
村
順
子
同
窓
会
副
会
長

が
、
卒
業
生
に
向
け
て
語
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま

す
。
（
以
下
、
中
村
順
子
氏
の
ス
ピ
ー
チ
よ
り
）

な
ぜ
、今 「
若
菜
会
」 

な
の
か

同
窓
会

入
会
式

︱ 

中
村
副
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
よ
り 

︱
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た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
女
子
の
皆
さ
ん

の
活
躍
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
人
材
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
ま
だ
ま

だ
こ
の
社
会
は
秋
田
高
校
と
同
じ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

秋
田
の
た
め
に
、
日
本
の
た
め
、
世
界

の
た
め
に
、
益
々
秋
高
女
子
が
活
躍
で
き

る
よ
う
応
援
す
る
た
め
に
新
た
に
船
出
を

し
た
若
菜
会
、
女
子
の
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
関

心
を
も
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�
（
加
賀
屋
隆
枝
＝
昭
和
55
卒 

記
）

を
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
実
質
的
に

は
何
も
知
ら
な
い
世
代
で
す
。
女
子
の
数
が

増
え
た
と
は
言
っ
て
も
私
の
こ
ろ
で
も
1
学

年
4
5
0
人
中
女
子
は
約
80
人
、
決
し
て
多

い
人
数
と
は
言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

初
期
の
若
菜
会
の
方
々
は
そ
の
後
も
2
年

に
一
度
親
睦
を
深
め
て
来
て
お
ら
れ
ま
し
た

が
、
令
和
元
年
で
そ
れ
も
終
わ
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
後
こ
の
会
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
新
し
い

若
菜
会
を
創
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
昨
年

設
立
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
新
し
い
若
菜
会

は
卒
業
生
と
在
校
生
の
女
子
の
会
と
な
り
、

同
窓
会
の
支
部
等
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

さ
て
、
な
ぜ
、
今
女
子
の
会
な
の
か
。
こ

れ
は
設
立
趣
旨
書
か
ら
一
部
読
ま
せ
て
い
た

だ
き
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

設
立
の
趣
旨
（
一
部
抜
粋
）

　
「
秋
田
県
立
秋
田
高
等
学
校
の
生

徒
数
に
占
め
る
女
子
の
比
率
は
昭
和

26
年
度
の
2
・
1
%
、
昭
和
27
年
度

の
4
・
0
%
か
ら
は
じ
ま
り
、
平
成

28
年
度
に
は
39
・
4
％
、
令
和
2
年

度
に
は
45
・
3
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
女
子
卒
業

生
の
力
を
母
校
と
社
会
の
た
め
に
さ

ら
に
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
思

い
が
こ
れ
ま
で
の
若
菜
会
会
員
に
は

あ
り
ま
す
。
こ
の
、
豊
か
な
人
的
資

源
を
も
っ
と
活
用
す
べ
き
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
が
進
ん
で
来
て
い

る
時
代
と
は
い
え
世
界
経
済
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指

数
2
0
1
9
』
に
よ
る
と
日
本
は

1
5
3
か
国
中
総
合
1
2
1
位
と
い

う
現
状
で
す
。
私
た
ち
は
人
生
に
お

け
る
諸
問
題
を
話
し
合
え
る
環
境
を

今
ま
で
以
上
に
整
え
る
こ
と
は
大
切

な
こ
と
と
考
え
ま
す
」

　

今
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
女
子
の
皆
さ
ん

は
、
学
校
生
活
で
女
子
だ
か
ら
と
い
う
理
由

だ
け
で
力
が
発
揮
で
き
な
か
っ
た
り
、
不
当

に
扱
わ
れ
た
り
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
実
際
私
は
こ
こ
数
年
「
知
の
探
究
コ
ン

テ
ス
ト
」
で
審
査
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い

（平成9年卒）

秋田市新屋大川町19-18
TEL.018-828-3037㈹   FAX.018-828-2575
フリーダイヤル 0120-28-3037

http://www.ishiwada.com

専務取締役 石 和 田　圭

有限
会社

（平成9年卒）

〒010-0041 秋田市広面字昼寝23-2
TEL 018-853-8211
FAX 018-853-8212

www.kazusikaclinic.com

院　長

長谷川 和弘

前
回
の
同
窓
会
だ
よ
り
（
V
o
l
・

1
0
9
）
で
、
若
菜
会
の
変
遷
に
ま

つ
わ
る
資
料
な
ど
の
提
供
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
さ
っ
そ
く
お

届
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昭
和
44
年

卒
の
渡
辺
悦
子
様
（
山
形
市
在
住
）

よ
り
送
っ
て
い
た
だ
い
た
集
合
写
真

で
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
若
菜
会
に
関
す
る
情

報
や
資
料
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

若
菜
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

中村順子同窓会副会長

秋田高校同窓会だより VOL.11013



スクールトピックス

ディスカッションの様子

オープニングセレモニー

カナダ学生とのオンライン交流

　2018年にスタートした、秋田高校独自のアメリカ海外研修
プログラム「北雄の翼」が、今年は8月2日～6日の5日間、
本校において対面・オンラインを組み合わせた新たな形での
国際交流研修「北雄の翼2021　エンパワーメントプログラム」
として実施されました。第1回開催時より、本校同窓会から多
大なご支援をいただいており、本年度のプログラムにも引き
続きご協力いただき、41人の2年生が充実した5日間を過ごす
ことができました。

最後のプレゼンテーション

カリキュラム概要

オンラインプログラム等 ディスカッション等 プロジェクト

8/2（月） オープニングセレモニー・自己紹介 バーチャルセッション準備 効果的なプレゼンとは

8/3（火） The University of British Columbia
（カナダ）学生とのオンライン交流

Positive Thinking について
考える 「地域活性化イベント」

8/4（水）
Jiya Janowitz氏　模擬授業
スタンフォード大卒 エンジニア

（宇宙工学）　
My Identity について考える 「フードロスについて」

8/5（木） 高原 正樹 氏 講演
（ジェトロ　シドニー事務所長） Leadership について考える 「ダイバーシティ社会」

8/6（金） 畠山 健介 氏 講演
（元ラグビー日本代表 ボストン在住） プレゼンテーション準備 プレゼンテーション 

クロージングセレモニー

グループリーダーと記念撮影

秋田高等学校

〜北雄の翼2021〜
エンパワーメントプログラム
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School Topics
参加生徒の感想

　英語のうまさというよりも、恥ずかしさに打ち
勝つことのほうが、何倍も大切なのだということ
を痛感しました。いわいる『コミュ力』が本当に
大事になってくることに気付かされました。そし
て、世界共通の交流ツールがこの英語だと、改
めて思いました。ファシリテーターの方をはじめ
として、グループリーダーたちも世界各国出身者
でした。でも全員が英語を普通にペラペラとしゃ
べっている。つまり英語さえできれば世界中の
いろんな土地で活躍できる。英語を学ぶ意義、
これについても深く考えさせられました。

　ダイバーシティについてのプログラムが一番印
象に残っている。一応今までも差別偏見なく生
きてきたつもりだったが、日本という狭い世界で
の心持ちだったんじゃないかと思わされた。グ
ローバル化している世界の中で、国の区別があ
まり意味をなさなくなった時、自分が全く知らな
い言語、文化、世界に触れて、今までの日本の
尺度に照らして考えたり、変な先入観を持ってし
まったりすることがあるかもしれないと考えさせ
られた。そんな事にならないためにも、海外に
出て、より広い視野を持ちたいと思った。

　zoomでの交流で、さまざまな国に住む方（日
本人の方も含む）のお話を伺い、質問もさせて
いただける機会はあまり多くないのではないだ
ろうか。この企画の何がよいかと言われれば、
一番は「世界に目を向けられる」ということであ
ろう。われわれは「この国にはこういう文化があ
る」ということを知識として知っていても、そこ
にいる人々が語る思いや実情を聞ける機会はま
ずないと言っていいだろう。そのような場面が
この5日間で4回もあったことが本当にありがた
い。

　言葉で表しきれないほど楽しかったです。自
分のプレゼンでは、スライドを使って笑顔で言
いたいことを伝えることができました。でも、
一番うれしかったのはあの部屋の雰囲気です。
みんなが心から楽しんでいるのを強く感じて、
私もノリノリで参加できたし、こんなふうに感じ
られる環境は本当に貴重だと思ったら、泣きそ
うになりました。この5日間の気持ちを忘れずに
日々を過ごしていきたいと思いました。

　アイデンティティーに関するディスカッション
が印象に残っています。英語を話せるかどうか
英語のスキルが高いかどうか以前に、自分自身
を知ることがすごく大切だということを実感し
ました。自分とは何か..そう問われてすぐに答え
ることができないけれど、最も大切なことです。
私は初め自分自身の意見1つも思いつきませんで
した。けれど周りの人たちとのディスカッション
を通して、これは自分の強みだ！これが自分だ！
と思えるようなものを、少しではあるけれど見つ
けられたのではないかと思います。

　このプログラムでは、英語がどれくらいできる
かではなく、自分自身の考えを常に持っている
かが一番大切になると思います。ファシリテー
ターやグループリーダーは、ネイティブの人はい
てもわずかで、日本人にもなまりがあるようにそ
れぞれなまりがあります。学校ではネイティブの
英語を聞くことが多いですが、ネイティブではな
い人の方が世界に多くいるので、こちらの方が
実践的だなと思いました。自分から能動的に考
え、それを伝えたり、聞いたりする良い実践の
場だと思います。学校の勉強だけでは絶対に経
験できない、貴重で夢のような体験になると思
います。楽しみながら、お互いに刺激を与え合
う素敵な時間を過ごしてください。それと、出
会いを大切にしてください。
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秋
田
高
校
弓
道
部
は
全
県
優
勝
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
高
校

総
体
で
は
惜
敗
し
て
上
位
大
会
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
輩

方
が
涙
す
る
姿
を
み
て
、
そ
の
悔
し
さ
を
背
負
い
後
悔
の
残
ら
な
い
よ
う
な

結
果
を
出
せ
る
よ
う
努
力
し
て
る
と
こ
ろ
で
す
。
昨
年
度
に
続
き
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
大
会
や
練
習
試
合
な
ど
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
ん
な
状
況
で
も
先
生
か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
部
員
と
共

に
課
題
を
見
つ
け
あ
っ
て
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
弓
道
部
の
部
員
は
二
学
年
で
30
人
と
他
の
部
活
と
比
べ
て
も
多
く
、

そ
の
分
多
種
多
様
な
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
幾
度
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、
互
い
を
理
解
し
部
活
動
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
よ

う
と
主
体
性
を
も
っ
て
行
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
あ
た
り
ま
え
の
こ
と

を
あ
た
り
ま
え
に
す
る
」
を
徹
底
し
、
そ
の
精
度
を
上
げ
て
い
く
こ
と
を
念

頭
に
置
い
て
い
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
り
ま
す
が
、
正
し
い
射
法
で
射

れ
ば
そ
の
矢
は
必
ず
的
中
し
ま

す
。
こ
れ
は
弓
道
だ
け
で
は
な

く
、
勉
強
で
も
日
常
生
活
で
も

言
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

制
限
さ
れ
た
環
境
の
中
で
も

部
活
動
を
で
き
る
こ
と
、
多
く

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ
さ
る

保
護
者
や
先
生
方
、
一
緒
に
部

活
動
を
す
る
仲
間
た
ち
へ
の
感

謝
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も

日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

�

〔
２
年　

戸
松 

聡
太
〕

�

外
語
部

　

現
在
外
語
部
は
、
１
年
生
３
人
、
２

年
生
２
人
の
計
５
人
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
活
動
は
月
２
、３
回
で
す
が
、
兼

部
し
て
い
る
部
員
が
多
い
た
め
、
各
自

の
予
定
を
共
有
し
な
が
ら
活
動
計
画

を
立
て
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
は
、
英

語
の
ゲ
ー
ム
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
と
の
交

流
、
洋
画
の
鑑
賞
で
す
。
英
語
力
の
向

上
を
目
指
し
、
英
語
を
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
本
年
度

に
か
け
て
は
中
国
語
の
勉
強
を
す
る
な

ど
、
英
語
以
外
の
言
語
の
習
得
も
活
動

の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
秋
高
祭
で
は
Ｊ
Ｒ
Ｃ
同
好

会
と
協
力
し
て
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
カ

フ
ェ
を
運
営
し
、
コ
ー
ヒ
ー
や
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
、
ケ
ー
キ
な
ど
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の

民
族
衣
装
を
着
て
提
供
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
言
語
だ
け
で
な
く
文
化

に
つ
い
て
も
関
心
を
も
ち
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

３
年
生
が
引
退
し
新
体
制
と
な
っ
た
今
、
新
た
な
目
標
は
英
語
の
実
践
力

を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
昨
年
は
実
現
し
な
か
っ
た
「
ハ
リ
ー

ポ
ッ
タ
ー
の
映
画
を
全
作
英
語
で
見
る
」
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
鑑
賞

後
に
は
感
想
を
英
語
で
述
べ
合
う
こ
と
で
、
リ
ス
ニ
ン
グ
力
と
ス
ピ
ー
キ
ン

グ
力
の
向
上
を
図
る
予
定
で
す
。
学
校
の
授
業
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
で
す
が
、楽
し
く
お
互
い
に
高
め
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

〔
２
年　

加
賀
谷 

茉
衣
〕

　

創
立
百
二
十
周
年
記
念
で
建

設
さ
れ
た
通
称
同
窓
会
館
、
校

史
資
料
館
「
羽
城
館
」
に
は
展

示
ホ
ー
ル
と
会
議
室
が
あ
り
、

学
校
・
生
徒
・
年
次
等
の
利
用

に
供
し
て
い
ま
す
。
先
日
は
、

陸
上
部
O
B
会
主
催
で
駅
伝
大

会
県
予
選
の
壮
行
会
が
あ
り
、
男

女
キ
ャ
プ
テ
ン
が
元
気
に
抱
負

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
優
勝
は
常

連
校
で
し
た
が
、
母
校
も
健
闘
し

（
女
子
入
賞
）、
今
後
の
活
躍
に
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
方
面
に
お
出
か
け
の
際

は
、
復
活
し
た
「
学
食
」
と
羽

城
館
に
も
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。�

（
悦
）

正
射
必
中

事
務
局
通
信

　

今
号
の
表
紙
を
久
々
に
秋
高

生
の
元
気
な
笑
顔
が
飾
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
世
の
中
の
行
事
が

次
々
と
中
止
と
な
る
中
、
母
校

で
は
今
年
運
動
会
、
秋
高
祭
、

学
級
対
抗
と
三
大
行
事
を
無
事

実
施
し
た
。
そ
れ
ら
の
様
子
を

収
め
た
写
真
で
今
号
の
表
紙
を

作
る
こ
と
が
で
き
た
。
６
月
の

通
常
総
会
で
渡
部
克
宏
校
長
は

「
本
校
で
は
可
能
性
を
最
後
ま

で
追
求
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。
強
い
信
念
の
下
に
次
代

を
担
う
若
者
た
ち
が
育
っ
て
い

る
。�

（
菅
）

本校弓道場にて

外
国
語
を
身
近
に

秋高
NOWナウ

編
集
後
記

秋高祭でのフェアトレード商品の販売


